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　国は、未曾有の高齢者社会を迎えるにあたっ
て、住み慣れた地域で豊かな老後を提供する為、
在宅での医療介護の構築にむけ総力をあげ取り
組まれています。私共、鹿屋市医師会もその司
令塔とも呼ぶべき、地域包括支援センターの事
業を鹿屋市より昨年４月に、委託を受け、県下
でもいち早く取り組んでいるところです。
　高齢者社会の三種の神器といわれます、ケア
マネジャー、かかりつけ医、包括支援センター。
その中でも中心的役割を担うのが包括支援セン
ターです。その機能を充実する為、今回４つの
センターの統合に至りました。
　効率の悪い在宅医療は、医療介護資源の乏し
い過疎地域には、難題に思えます。しかし、こ

の難題も私達の地域は、夜間救急医療体制構築
をとおして、又、20年以上の歳月を費やし、地
域住民の皆様、行政、そして医師会が一体とな
って取り組んだ実績のある、類いまれな地域で
ございます。この難題にもアイデアをだしあい、
「時々入院、ほぼ在宅」「高齢者社会もいいもの
だ」をめざし、乗り切れるものと確信しています。
　皆様方がそれぞれの立場で、「ワンストップ
サービス」の場として、ぜひご活用いただきた
いと思います。このセンターに来れば、在宅
医療・介護に関する対処方針が明確に示される、
そのような場にしていきたいと考えております。
　鹿屋市の市民の皆様方に、センターに対する
温かいご支援を賜りますようお願いいたします。
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作製者：�郷原葵海さん
（鹿屋市立鹿屋看護専門学校１年）

作品を作った思い：鹿屋市全体を支えるという意味合いで
大きな手をつけ、さらに鹿屋といえばやはり農業なので、
この２つの要素を入れました。このキャラクターでセン
ターのコンセプトの「安心してその人らしい生活を続けら
れるように支援する」を伝えられると思います。

センター長西副校長
郷原葵海さん
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平成28年度の取組を振り返って

平成28年度
「てなんが講座」
利用状況

地域別

４月１日 基幹型地域包括支援センター開所

� ５月21日 農業研修祭り�
広報活動

10月１日 認知症初期集中支援チーム
認知症の早期発見・早期対応チームが出来ました

10月18日 男塾
男性が地域交流の場つくりを考える会

11月２日 鹿屋市地域支え合いセミナー
地域福祉活動に取り組むきっかけづくり

11月12日 笠之原地区徘徊者捜索模擬訓練
認知症について地域で考えました

12月１日 ホームページ開設

１月15日 鹿屋市地域づくりフォーラム�
誰もが支える地域づくり

６月～10月 民生委員・児童委員、戸別訪問
224名から地域について教えていただきました

７月・11月・３月 ほっと会
介護について同じ悩みを持つ人達の交流会

９月・12月・３月 かのやオレンジカフェ
認知症について理解を深める活動をしました

10月～３月 医療・介護ネットワーク整備事業
ＩＣＴ活用による連携の推進活動（モデル事業）

てなんが講座とは…
　市民の皆さんとともに進める取組の一つとして、
７つのテーマを身近にある様々な事柄に沿って、
職員が地域に出向き実施する「出前講座」です。
28年度の講座数は 66講座、受講者は1,311人とな
りました。受講者の方からは「知っているようで、
実は知らなかったことが多く勉強になった」など
の意見が寄せられました。課題としては男性の受
講者が全体の1割となっていることです。

①早分かり介護
保険制度

13%

13%13%

20%20%

②認知症を②認知症を
理解しよう理解しよう

③今後どうなる③今後どうなる
在宅医療在宅医療
21%21%

④歯科・口腔④歯科・口腔
ケアについてケアについて

⑤鹿屋市内の⑤鹿屋市内の
サービスをサービスを
知ろう知ろう

⑥ザッツ！
「終活宣言」

9%

9%9%

1%

⑦高齢者虐待
防止・消費者
被害の防止に
ついて ⑧その他⑧その他

14%14%

輝北
0%

高隈
0% 鹿屋

9%
第一鹿屋

8%

花岡
18%

鹿屋東
15%串良

6%
田崎
3%

大姶良
6%

高須
0%

吾平
35%

①早分かり介護
保険制度

13%

13%13%

20%20%

②認知症を②認知症を
理解しよう理解しよう

③今後どうなる③今後どうなる
在宅医療在宅医療
21%21%

④歯科・口腔④歯科・口腔
ケアについてケアについて

⑤鹿屋市内の⑤鹿屋市内の
サービスをサービスを
知ろう知ろう

⑥ザッツ！
「終活宣言」

9%

9%9%

1%

⑦高齢者虐待
防止・消費者
被害の防止に
ついて ⑧その他⑧その他

14%14%

輝北
0%

高隈
0% 鹿屋

9%
第一鹿屋

8%

花岡
18%

鹿屋東
15%串良

6%
田崎
3%

大姶良
6%

高須
0%

吾平
35%

2



地域包括支援センターって…
どんなことをするの？

このような方々の支援を行います。

名前は聞いたことがあるけど…何をしているところなのか、�
どのような仕組みなのか…Ｑ＆Ａでお答えします。

《介護予防マネジメント》

　�要支援の認定を受けたけど、どのよう
にしてサービスを利用できるの？

　職員が自宅に伺い、本人や家族から
心身の状態や今どのようなことで

困っているのか、どんな暮らしを希望し
ているかなどをお聞きし、
その人に合ったサービスに
つなげます。

《医療介護連携》

　病院を退院したら、自宅で療養をした
いのですが、どうすればいいの？

　医療と介護の両方を必要とする高
齢者が住み慣れた地域で自分らし

い暮らしを続けられるよ
うに、医療機関と介護事
業所など関係者の連携調
整をいたします。

《権利擁護支援》

　権利擁護とはどんな支援があるのですか？

　高齢者の方が判断、理解することが難しくなっ
た場合に関係機関と連携し、適切に契約や財

産管理、消費者被害に遭ってし
まわないように支援をします。
高齢者虐待に関しては権利侵害
を受けている方への支援、養護
者への支援も含めて行います。

《認知症施策》

　認知症の方への支援ってどんなのがあるの？

　認知症による生活への不安を補う、様々な支
援を行っています。認知症の人を地域で支え

ることができるように、包括支援センターやサブセ
ンター、オレンジの窓の相談窓口が設置してありま

す。認知症の早期発見、早期
治療へつなげられるよう支援
チーム、推進員を配置し、鹿
屋市医師会のサポート医と連
携しての支援を行います。

近々、母が退院するけど、�
介護が不安。

介護保険について�
教えて！

近所に住む、�
一人暮らしの�
高齢者が心配。

地域の高齢者との�
交流の場を�
教えて欲しい。

財産管理に自信がなくなった。
何か方法はないのかな…。

もの忘れが出てきて�
何となく不安。

Ｑ Ｑ

ＱＱ

Ａ Ａ

ＡＡ
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地域ケア会議に参加して
地域ケア会議に参加してみていかがでしたか？

　会議で情報共有できたことがとても良かっ
たと思います。手厚い支援があるのだな、

一人の人を大切にするのだと思い安心できました。
地域ケア会議に参加した後で何か変化がありましたか。

　本人にとって「頼りに出来る人が大勢いる」
と分かってもらえてよかったと思います。

みんなで顔を合わせたことで関わりやすくなった。
今後、どのような活動をしていきたいと 
考えていますか？

　地域の人同士顔見知りになることが必要で、
例えば、「家の電気がずっと点いている。あれ

っ？おかしいな？」と気づき、すぐに対応をするこ
とが出来ます。近所同士のつながりが強ければ防
犯や災害時の対応に役立つと思います。町内会の
行事を大切にして交流を積み重ねていきたいです。

【支援対象者のご家族より】
　どうしていいか分からなかったので、地域ケア
会議をしていただき、１つ１つ先に進むことがで
きました。安心できました。町内会長さん、民生
委員さんによくしていただきありがたかったです。

地域ケア会議

新生町 町内会長
岩元 勝二 氏

新生町 民生委員
増田 正義 氏

いつもご協力
ありがとうございます。

鹿屋市地域包括支援センターのメンバーです！
よろしくお願いします。職員

紹介

　鹿屋市地域包括支援センターが新体制となっ
て２年目を迎え、センターで取り組んでいる相
談内容や活動を「センターだより」で情報発信

することといたしました。地域の皆様に信頼され皆様と
ともに歩いていくセンターとして、これからもスタッフ一
同一丸となって取り組んでまいります。【広報委員　田島】

編集
後記

【鹿屋市地域包括支援センター　☎0994-45-6969】
寿８丁目サブセンター　☎0994-40-3751	 大姶良サブセンター　☎0994-48-2800
大浦サブセンター　☎0994-40-9855	 輝北サブセンター　☎099-485-1185
吾平サブセンター　☎0994-58-5900	 花岡サブセンター　☎0994-46-5151
下祓川サブセンター　☎0994-40-8333	 寿２丁目サブセンター　☎0994-41-2431
串良サブセンター　☎0994-62-8871

　高齢者の暮らしを地域全体で支えていくために支援者がお互いに何ができるのか、自分たちではでき
ないことは何かを話し合い、既存の方法では解決につながらない場合は新たな支援をつくるような働き
かけを行っていくものです。
　地域住民、民生委員・児童委員、医療関係者、介護保険関係者、福祉の関係者、行政などが公民館な
どに一堂に会し、支援方法などを協議し、協働していくために開催します。

地域ケア会議とは？

　サブセンターは、地域の高齢者の介護や健康をサポートしています　


